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船舶交通安全部会の現況について

・船舶交通安全部会は、平成２５年４月交通政策審議会海事分科会に諮問し、１０月３日に
答申された第３次交通ビジョンの実施状況の確認、次年度の施策の進め方など船舶交通施策
のあり方を議論する目的で設置された。
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第３次交通ビジョンに掲げる目標
計画目標

１．ふくそう海域における衝突・乗揚事故の低発生水準の維持
２．港内等における衝突・乗揚事故の減少
３．小型船舶における事故の減少

船舶交通安全部会の審議事項（平成２７年度）
①第３次交通ビジョンの進捗状況及び次年度の実施計画
②第３次交通ビジョンの実施のための制度のあり方
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２

①第３次交通ビジョンの進捗状況及び次年度の実施計画

毎年２月に審議（平成２６年２月、２７年２月、２８年２月予定）
・当該年度の重点施策実施計画の進捗状況
・次年度重点施策実施計画に関する審議

②第３次交通ビジョンの実施のための制度のあり方

平成２７年５月１３日
・諮問２１７号「船舶交通の安全・安心をめざした第３次交通ビジョンの実施
のための制度のあり方について」

平成２７年５月、７月
・一元的な海上交通管制の構築
・航路標識を活用した安全対策の強化 等

平成２７年８月
・中間取りまとめ、航路標識の適切な整備・管理等その他制度の検討を行うた
め小委員会（平成２７年１０月、１２月に審議）を設置

平成２８年１月予定
・答申
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